
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がい者週間事業 

 令和元年 12 月 3 日(火)～4 日(水)、イオンモール大和ライトコートに

て障がい者週間事業が開催されました。大和市自立支援協議会が主催し、

市内の各施設や団体が参加するもので、やまねっとでは自主製品の販売

とパネル展示を行いました。販売ではヤマトングッズをはじめ売れ行き

が好調で、２日間で 27,100 円の売り上げとなりました。 

 

※障害者週間とは、障害者基本法により障害者福祉の啓発と社会参加の

促進を目的として 12 月 3 日から 9 日までの間と定められたもので、各地で色々なイベ

ントが開催されています。 
 

やまねっと通信 

発行：社会福祉法人やまねっと 

   〒242-0028 大和市桜森３－４－２ 大和泉の森作業所内 TEL 046-282-9018 

第 26 号 
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老後レス時代 
                             理事長 薄葉 雄一 

 

２０２０年３月１日現在、やまねっとには、常勤、非常勤あわせて１１３名のスタッ

フが働いています。現在の平均年齢は５２歳。障害福祉サービス事業に従事する職員の

平均年齢は 46 歳（2017 年きょうされん調べ）であり、若干高めといえるでしょう

か。やまねっとでは、平成 25 年以降グループホームを作ってからは、非常勤スタッフ

の採用がどんどん増えていますが、６５歳以上の方が大勢いらっしゃいます。入居され

ている方の、入浴、食事介助や洗濯掃除等支援の必要なところをお手伝いしています。

今年２月に政府は、「７０歳まで働く機会の確保」を企業の努力義務とする関連法案を

閣議決定しました。１９５０年代は５５歳定年が普通、それが６０歳、６５歳とどんど

ん定年が伸びてきています。少子化による労働人口の減少を補うため、年金受給開始時

期をできるだけ繰り下げて年金制度を維持するため等、いろいろな国の事情もあります

が、第２第３の人生を社会福祉に注ぎたい、そういったお考えでこの仕事を決められた

方も大勢いらっしゃいます。若者が減り、労働者人口の減少の叫ばれる中、「働きた

い」と思う人が多いことは、ありがたいことです。人生１００年を生きるのが、普通に

なりつつある時代、労働者の年齢層は、より幅広くなってきています。 

話は変わりますが、この原稿を書きながらテレビを見ると、コロナウイルスの話題で

世界中が大変なことになっています。当法人の事業所でも、手指の消毒、ドア等の消

毒。毎日の検温のお願い等の対策をとっていますが、消毒液、マスクの不足はいかん

ともしがたく、会議、イベントの中止、外部関係者との最低限の接触に努め、利

用者・職員が感染しないよう努力するしかありません。一刻も早く収束すること

を祈るばかりです。 
 



 

やまねっと旅行記  ～パート 2～ 
 

 

つきみの作業所一泊旅行 

１０月２２日、２３日に栃木県日光方面へ一泊旅行に行ってきま

した。     

初日はワイナリー見学で豪華なコースランチ、養蜂園でジェラー

トを頂き、大谷石博物館と盛り沢山の一日を満喫。宿に着く頃には

外はもう真っ暗。夕食の後は露天風呂で一日の疲れを取っておやす

みなさい。 

二日目は、東武ワールドスクエアへ。ミニチュアながら圧倒的な完成度の遺跡や建物にし

ばし足を止めて世界一周気分。時間も忘れるかのような体験でした。昼食は古民家カフェで

ふわふわとろとろのオムライスを味わいました。 

初日は大雨の予想や即位の礼の渋滞なども予想されましたが、大きな混乱やトラブルもな

く旅行を大いに楽しんだ、つきみの作業所でした。 

 

 

みつば作業所 in 千葉 

 10月24、25日千葉にある東京ディズニーシーに行きました。

今回は電車と高速バスを利用し、バスで揺られること 1 時間でシ

ーに到着。グループに分かれ、お土産を見たり、ショーやアトラ

クションを楽しんだり、、、中でもジャズ音楽に合わせてミッキー

やミニー達が華麗に踊る所は思わず「ワァー！！」と感激！本当

に素晴らしいショーでした。それぞれパーク内で思いっきり楽し

んだ一日。ホテルに着き、お部屋のお風呂でさっぱり、就寝、、、、、 

 二日目は横浜の崎陽軒のランチバイキングへ。中華から和食まで何種類ものお料理があり、

皆さん自分のお腹と相談しながら好きな物を選んで食べていました。デザートも美味しかっ

た！帰りは朝から大雨が降り移動が大変でしたが、無事に帰ってきました。来年はどんな旅

行になるでしょうか・・・ 

 

 

 

 

 

  

 

 

大和市障がい団体施設防災フェア 

１１月３０日（土）大和市保健福祉セ

ンターホールにて開催されました。市内

各団体を中心に消防本部等が出展をしま

した。災害時、避難時にどのような物が

必要となるか、またどのような物がある

かを改めて認識する良い機会となりまし

た。やまねっとでは避難所で使う段ボー

ルベッドを出展し、多くの方に見て頂き

ました。 

 

やまねっとの新人職員紹介を紹介します 

 

すずな作業所 
やまねっとほーむ上草柳 

（非常勤） 
 

白井博（しらいひろし） 
 
「利用者の方々が楽しく
お仕事が出来る様に、ア
ドバイスしてまいりま
す。宜しくお願い致しま
す。」 
 



<<<<<福田作業所 1 泊グループ旅行・後編>>>>> 

今年の福田作業所は少人数のグループ旅行です。10 月は残りの 2 グループが行きまし

た。10、11 日は秩父まで足を延ばしました。SL 機関車に乗れるプランだったのでメンバ

ーも電車好きが集まりました。石炭の香りと自然に囲まれながら駅弁を

食べるのは貴重な体験で、みなさん穏やかな表情でした。最終グループ

は 24、25 日に三浦半島へ行きました。もちろん目当ては

美味しい海の幸です。ソレイユの丘で遊覧船に乗り、船の

上から魚に撒き餌さをあげる体験ができました。今年は公

共機関の利用が中心で、人によっては移動が大変だったタ

イミングもありましたが初めての体験が多く、利用者の皆さんが楽しかった

と笑顔で言ってもらえて良い旅行となりました。 
 

 

 

 

<<<<<泉の森作業所旅行 in 群馬と小旅行>>>>> 

 11 月 7、８日にかけて泉の森作業所では群馬方面に行きました。旅行に際して、やまね

っとの様々な事業所からの応援と職員の知人の即席ワンチームで臨みました。初日は「ガ

トーフェスタハラダ」のラスク工場で美味しいスイーツを堪能し、宿

泊先の伊香保温泉では名湯と料理を頂き、歌自慢の皆さんで大盛り上

がりでした。 

二日目はさいたま市にある「鉄道博物館」で歴史的な車両やかつて

の食堂車で提供されていたメニューに舌つづみをうち大団円を迎え

ました。  

一方、作業所に残った組は８日に待望の「サンリオピューロラン

ド」へ日帰りで行きました。お目当てのキャラクターには会えなか

ったかもしれませんが、その時いた、ぐでたま監督の脱力系のパフ

ォーマンスに意表をつかれながらも楽しい時間を過ごし、見学の後

は、楽しく食事もして帰路につきました。 

 

                                                                                                                                    

 
令和 1 年秋豪雨災害義援金のご報告 

 

11 月に募らせていただきました義援金ですが、￥128、709 となりました。義援金

は長野千曲川近くの事業所が日中活動としている農業関連に利用されるそうです。ご協

力をありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やまねっとの自主製品を紹介します！ 
今回は大和市の南にある大和福田作業所の自主製品を紹介し

ます。どの製品も工夫を凝らし、個性ある物になっています。 

大和福田作業所の自主製品はヤマトン、ハートンのストラップ大・小と、花たわし

があり、これらは細かな作業の工程を積み重ね完成させます。よく見ると形が微妙

に違い手作りならではの味があります。製品は保健福祉センター1 階の喫茶店スプ

ンティーノに常時置いてあります。その他では大和市民祭り、よさこい祭り、松風園

まつり等でも販売しております。是非手に取ってご覧になって下さい。 

 

～～ 大和福田作業所 ～～ 

ヤマトン、ハートンストラップ大(左)小(右) 

千社札大(左)小(右) 

花たわし 

利用者さん

が袋に入れ

て完成☺ 

ウエットティシュカバー 


